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東岐波市民センター 

所長 牧田 晶生 
 

新年あけましておめでと

うございます。 

昨年は、皆様には大変お世話

になり、心より感謝申し上げ

ます。２０２６年の丙午の年

が、皆様にとって実り多く、

希望に満ちた一年となりま

すよう心よりお祈り申し上

げます。本年もどうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 
 

東岐波ふれあいセンター 

館長 大田 瞬 
 

新年明けましておめでと

うございます。昨年は、地域

の皆様方に温かく接してい

ただき、大変幸せな年でし

た。心より御礼申し上げま

す。本年も皆様が笑顔で過ご

せる素晴らしい一年となり

ますようお祈り申し上げま

す。本年もどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

 
 

 

地区社会福祉協議会 

会長 安藤 礼子 
 

皆様、明けましておめでと

うございます。今年社協とし

ての取り組みは、地域との繋

がりをもっと密接に・・・は

さる事ながら、防災をもっと

身近に感じあい、お互いが、

直ぐに助け合う事が出来る

を目指していきたいと思い

ます。 

謹賀新年 

令和 8年 元旦 

第 43 回東岐波地区人権教育推進大会 
 

12 月７日（日）東岐波地区人権教育推進大会が、開催されました。大会では、まず東岐波小・中学生 16 人の標

語、ポスター、作文の優秀作品の表彰が行われ、続いて作文は、小学６年井村さんが『差別のない未来へ―私が学ん

だ人権の大切さ―』と題して、ハンセン病で偏見と差別を受けた人々の事を学習し、正しい知識で相手の立場に立つ

為に人権を学ぶ必要があることを訴えられました。中学３年竹中さんは 

『その一言で、伝わる優しさ』と題し、視覚障がい者にとっさに対応 

できなかった経験から、これからは勇気をもって声かけをし、寄り添 

いたいと訴えられました。講演は、阿波ひろみ氏とマウンテンマウスま 

ぁしぃ氏を講師に迎え『虹色涙のおかげさま』～あなたがいるだけで～ 

を演題に行われました。講演では、沢山の先祖のつながりで今の自分が 

あること、生きることが当たり前ではなく、どれだけ奇跡であるか、寄 

り添うことの大切さを音楽とともにお話しされました。地区の方の多数 

の参加ありがとうございました。    東岐波地区人権教育推進委員協議会 

 
 地区コミュニティ推進 

協議会 会長 林 豊廣 

あけましておめでとうござい

ます。皆様に頂きましたご縁を

大切に、コミュニティ活動を行

います。「集い、話し、つながり」

地区民が「隣組」になることで、

何かの時になんとなく寄り添い

合える東岐波になるよう努めま

す。今後ともコミュニティ活動

にご支援ご協力をお願い申し上

げます。 

 

新年のご挨拶 

自主防災だより  ～東岐波地区防災体制ができました～ 
 

1 月１２日「どんど焼き」行事に合わせ、防災フェアとして小学校体育館にて避難所の開設訓練を行います。炊き

出し鍋、防災マップ、災害 VR 体験等を準備しますので避難所の見学と避難備品を体験して頂きたいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 あおぞら号  巡回予定  （移動図書館） 
 

 

 

１０日 ２４日（土曜日） 

東岐波ふれあいセンター （11:20～11:40） 
 

 

１３日 ２７日（火曜日） 

JA東岐波農機センター （10:00～10:20） 

丸尾漁港入口        （10:40～11:00） 

丸尾原自治会館       （11:20～11:40） 

 

１ 月 の 行 事 予 定 表  

日 曜 行      事 時 間 会    場 主     催 

9 金 喜 和 教 養 学 級 09：30 ふ れ あ い セ ン タ ー 地 区 寿 会 

10 土 民生児童委員協議会定例会 09：30 ふ れ あ い セ ン タ ー 地 区 民 生 児 童 委 員 協 議 会 

10 土 ふ れ あ い タ イ ム 11：00 ふ れ あ い セ ン タ ー 社 会 教 育 推 進 委 員 会 

10 土 日 の 山 レ ス ト ラ ン 12：00 ふ れ あ い セ ン タ ー 東 岐 波 子 ど も 食 堂 

12 月 ど ん ど 焼 き 0９：00 東 岐 波 小 学 校 運 動 場 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 協 議 会 

 

クリスマス会 東子連 
 

１２月７日（日）、東子連はクリスマス会を開催しまし

た。午前・午後の二部制で、小学生をはじめ、ジュニアリ

ーダーや協力者で約１００人が参加し、今年も定番の「宝

探しゲーム」でスタート。会場の隅々まで目を凝らし、宝

物を見つけるたびに大きな歓声が上がりました。さらに、

新企画として取り入れた「しっぽ取りゲーム」では、白熱

した追いかけっこが繰り広げられ、子どもたちはもちろ

ん、ジュニアリーダーや協力者も一体となってゲームを楽

しみました。そのほかのゲームでも大いに盛り上がり、会

場は笑い声と歓声が途切れることがありませんでした。「子

ども会と言えばクリスマス会が楽しかった！」と、子ども

たちの心に残るイベントになったことと思います。ご協力

頂いたすべての皆様に心より感謝申し上げます。     

東子連会長 岡本龍明 寄稿 

伝統の鬼ようず舞い上がれ!! 
 

１２月１４日（日）岐波自治会館にて、新川ライオンズク

ラブ主催の見島鬼ようず（萩市見島地区伝統の凧、生まれた

子供の成長を願い凧を挙げる風習がある）作りが行われまし

た。同クラブでは１０年以来市内各所で行っており、今年は

東岐波地区での開催になりました。 

東岐波や近隣の 

小学生１５人が 

自分の凧に色付 

け、竹ひごつけ、 

飾り付けなどを 

行い自分の凧を 

完成させていま 

した。 

晩秋の郷土を堪能 
 

郷土誌研究会主催の地区内の史跡を巡るシリーズ『郷

土の古（いにしえ）を辿ろう』の４回目。１１月２２日

（土）に、古殿・王子地区を対象に実施され、４２人が参

加しました。古殿郷の史跡を手始めに、王子では琴平山古

墳、聖山の笠塔婆、素鄰橋、古殿では中尾家の馬頭観音座

像や孝婦佐々木ゆかの墓を廻りました。参加者は、郷土誌

研究会役員の説明に興味深く耳を傾け、新たな知見をす

るなど、身近な郷土の歴史に触れました。 

冬の感染症予防 
 

今年のインフルエンザは、例年よりも早く流行が拡大

しています。１０月末には流行し始め、１１月中旬には

警報レベルとなりました。現在も依然として高い水準で

流行が続いており、インフルエンザだけでなく、その他

の感染症により体調を崩される方も少しずつ増えてい

るようです。改めて基本的な感染症予防策を徹底し、元

気に新たな年をお迎えください。 

① こまめなうがい・手洗い 

外出から帰った時や食事の前は特に念入りに洗いま

しょう。また、ウイルスが付着した手で目や鼻を触る

ことで感染してしまうこともあります。 

② マスクの着用などの咳エチケット 

咳やくしゃみの症状がある方は、周りの方への配慮と

してマスクを着用しましょう。 

③ しっかり休養を取る 

 疲れやストレスをためてしまうと免疫が下がります。

体調が良くない時には無理せず休むようにし、周囲へ

の感染拡大を予防しましょう。 
 

市健康増進課 地区担当保健師 竹内 

（東岐波市民センター内）☎(0836)58-2351 

初の料理教室 日の山レストラン 
 

１２月の子ども食堂は、社会教育推進協議会の協力で海苔

巻き、いなりずし作りに 21 人の子どもたちがチャレンジし

ました。それぞれスタッフの指導で熱心に取り組み、出来上

がった料理を見せあいながら楽しく食事しました。 

 

琴平山古墳 


